
材料（１人分）分量（ｇ） 材料（1人分） 分量（ｇ）

たれ（1人分）分量（ｇ）材料（1人分）分量（ｇ） さば缶詰(水煮) 60 トマトケチャップ 10

しそ 0.5 にんじん★ 30 ウスターソース 8

みょうが 3 たまねぎ★ 30 生姜 5

かつお節 1 なす 40 セロリ－★ 30 にんにく 3

ごま 1 ズッキーニ 30 なす★ 30 カレー粉☆ 5

みそ 4 有塩バター 3 トマト★ 30 クミン☆ 適量

しょうゆ 0.5 ミニトマト 20 オクラ 30 オレガノ☆ 適量

砂糖 0.5 オリーブ油 3 オールスパイス☆ 適量

ごま油 0.5 レタス 15 ガラムマサラ☆ 適量

水 30 卵黄 10 ターメリック☆ 適量

ミニトマト 15 チリパウダー お好みで

パルメザンチーズ 1

乾燥パセリ 0.5

平成29年9月　　　社会医療法人　高橋病院　広報誌　日和坂（ひよりざか）　　　第5４号

豚肩ロース
（しゃぶ

しゃぶ用）
60

野菜たっぷり♪さばのキーマ風スパイスカレー

８月１０日木曜日、札幌市東区民センター

にて第4回全国レシピコンテスト（減塩料理

部門）の試食審査会が開催され、当院栄養

課が金賞を受賞しましたので、お知らせい

たします。

7月22日土曜日、ロイトン札幌

にて第16回北海道病院学会が開

催され、当院5階病棟介護福祉士

が優秀賞を受賞しましたので、

お知らせいたします

2017年

金賞 受賞

2017年

優秀賞 受賞

かつお節で旨味アップ！減塩ごまだれ 豚しゃぶ

ＱＯＬ向上を目指し安全な離床に向けて～車椅子シーティングの見直し～

※詳しい作り方は２ページへ

【目的】

離床に焦点をあて、車椅子乗車に特化

した快適性を追求し、うまく座れるよ

う介助していくアプローチの見直しを

行い、質向上と顧客満足につなげる。

北海道病院学会

全国病院

レシピコンテスト
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作り方

①熱したフライパンにオリーブ油をひき、おろしたにんにくを

半量焦げないように炒める。

②みじん切りにした★の野菜を、にんじん、たまねぎ、セロリ

－、なす、トマトの順に加えて炒める。

③全体に火が通ったら、さば缶詰を汁ごと加えて、身を細かく

ほぐしながら炒める。

④すりおろした生姜と①で残したにんにくを加えて、炒める。

⑤トマトケチャップ、ウスターソースを加え、☆のスパイスで

味を調える(クミンは炒ると香りが増すので別で炒ってから加え

る)。お好みでチリパウダーも加える。

⑥火を止め、小口切りにしたオクラを混ぜる。

⑦皿にご飯を平たく盛り、その上にレタスを敷いてカレーを盛

り、カレーの中央に卵黄を盛りつけ、ミニトマトを飾り、パル

メザンチーズと乾燥パセリを振りかけて完成！

作り方（たれ）

①しそ、みょうがを千切りにする

②材料を全て混ぜ合わせる

作り方（豚しゃぶ）

①豚肉を茹でる

②なす、ズッキーニを輪切りにし、

フライパンでバターを熱して炒める

③皿に盛り付け、トマトを添え、た

れをかける

～ごまだれ豚しゃぶ～ ～さばのキーマ風スパイスカレー～

本橋 蔵 （内科・リハビリテーション科）

もとはし おさむ

若林 修 （呼吸器内科）

わかばやし おさむ

このたび、平成29年4月1日より呼吸器内科医とし

て赴任しました若林といいます。病棟では、3階一般

病棟（地域包括ケア病棟）と4階病棟（回復期リハビ

リテーション病棟）を担当しています。外来では、

毎週月曜日の午後、第1，3，5木曜日午前、第4土

曜日午前を担当しております。高橋病院の一員とし

て、地域医療に貢献できるよう頑張りますのでよろ

しくお願いいたします。

このたび、平成29年4月1日より内科・リハビ

リテーション科医として赴任しました本橋とい

います。病棟では、3階病棟・4階病棟（回復期

リハビリテーション病棟）を担当しています。

医療・介護のみならず福祉・生活支援が一体的

に提供されるシステムの構築に向けて、地域社

会にお役になれるよう頑張りたいと思います。
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8月から10月は細菌による食中毒が多い時期です。

そこで、今回は家庭でできる食中毒の予防について管理栄養士の方に説明していただきます

7月に開催された、すこやかセミナーの情報を掲載いたします。

当院には、糖尿病専門医・糖尿病専門療法士がおります。

糖尿病でお困りの方は、外来受診することをおすすめいたします。



●　平成28年8月発行予定でしたが、編集の都合により
　　 遅れました事をお詫び申し上げます。
●　次回の広報誌『日和坂』は平成29年10月発行予定です。
●　今回より、制作メンバーが変わりました。よろしくお願いいたします。
　　 総務：平手　医事課：泉谷　放射線科：辻

◆編集責任者　：  〒040-0054  函館市元町32番18号　TEL 0138-23-7221　
患者サービス向上委員会　　　　
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編集部からのお知ら

高橋病院の基本理念

地域住民に愛される、信頼される病院

高橋病院の方針

一、生活を支えるリハビリテーション医療を提供いたします。

一、チームワークのとれた魅力ある職場をつくります。

一、思いやりとおもてなしの心をもったサービスを提供します。

一、地域に根ざした連携文化を育みます。

患者様の権利

編集部からのお知らせ

自宅と病院を繋ぐ無料送迎バス（デマンドバス）を是非ご利用してみてはいかがでしょうか？

※希望される方は、事務デマンド担当までお問い合わせください！

お見舞い用無料送迎バス 外来用無料送迎バス

【お問い合わせ】TEL 0138-23-7221

高橋病院 事務 デマンドバス担当 まで

1 適切な医療とケアを受ける権利

2 人格を尊重される権利

3 プライバシーを尊重される権利

4 医療上の情報、説明を受ける権利

5 自己決定の権利

6 セカンドオピニオンを求める権利


